


ゲット戦略が必要。 

・遷宮だけでなく、遷宮後の情報も一緒にＰ

Ｒしていくことが必要。遷宮後も楽しめる

情報を伝えていくことが必要。 

・一定の時期に集中せず、年間を通して集客

できるように、地域と連携した工夫をする

必要がある。 

・いろいろな立場の人の視点でリアルな情報

発信をしていくことが大切。また、地域の

人が観光客に情報提供できるように、学べ

る機会を提供していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○おもてなし（委員からの主な意見） 

・地元を知ってもらうことが大切。地元の食

材を提供することが必要。 

・渋滞すると旅の楽しさが半減してしまうの

で、交通の便についても配慮が必要。 

・最終的にめざすのは、「心も体も元気になる

場所」や「三重県だから味わえる良質な食

材」ではないか。みんなでどういうおもて

なしができるかというところから考え、実

行していく必要がある。 

・おもてなしは、継続性が大切。そのために

は観光客と接する現場の人間が適切に対応

できるような実践的な研修カリキュラムが

必要ではないか。 

・おもてなしは、する側に余裕がないとなか

なかできない。そのためには、観光客を地

域的にも時間的にも平準化できる誘客の仕

方の検討が必要。 

・クレームに適切に対応することは大事。ク

レームを今後の観光に活かすためにも処理

するセンターの設置やクレーム内容の共有

などを図る必要がある。 

・お伊勢参りは、江戸時代には沿道の施しを

受けながら参詣していた時期もあり、“おも

てなしの聖地”だったと言える。観光客は

高齢者が多いので、何かあったらすぐに対

応できるサポート体制が必要。そのために

はボランティアの育成なども行う必要があ

る。 

 

○観光の産業化（委員からの主な意見） 

・コンビニなどでも三重県産のものが売られ

ているようにしていく必要があり、三重県

のブランド力を高めていくことが必要。 

・外国人観光客の受入は今後必須であるため、

海外からの人材を受け入れるインターンシ

ップ制度や人材育成の仕組みを行政がつく

っていく必要がある。 

・高速道路の周遊割引制度などを検討しては

どうか。 

・滞在時間をいかに増やす工夫が必要。また、

次回の式年遷宮までの 20 年間のスタンプ

ラリーなど、リピーターを確保できる仕組

みの検討が必要。 

    次回（第３回）の開催予定       

 次回（第３回）推進会議は、これまでの議

論をもとに、具体的な提案にまとめていくた

め、２月頃開催予定です。今回会議で頂いた

提案は、来年度事業に反映させていきます。

また、次回会議での新たな提案については、

再来年度事業に反映させるよう取り組んでい

きます。 

 


